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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第89期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第90期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第89期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (百万円) 5,333 7,195 28,882

経常損失(△) (百万円) △ 470 △ 40 △ 1,100

四半期(当期)純損失
(△)

(百万円) △ 349 △ 196 △ 1,062

純資産額 (百万円) 40,437 38,714 39,328

総資産額 (百万円) 52,612 50,031 51,149

１株当たり純資産額 (円) 413.48 395.95 402.18

１株当たり四半期
(当期)純損失(△)

(円) △ 3.57 △ 2.01 △ 10.87

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 76.8 77.3 76.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 847 547 2,622

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 370 △ 197 △ 518

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 1,174 △ 714 △ 2,428

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 2,672 2,605 2,996

従業員数 (名) 1,151 1,112 1,110

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　 ２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数(名) 1,112

(注)  従業員は就業人数であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数(名) 744

(注)  従業員は就業人数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同期比(％)

管材システム事業 2,921 ―

樹脂事業 2,529 ―

合計 5,450 ―

(注) １  金額は、販売価格によっております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における管材システム事業の受注実績は、次のとおりであります。

　なお、管材システム事業の一部を除くその他の事業については、見込み生産を行なっております。
　

セグメントの名称
受注高
(百万円)

前年同期比(％)
受注残高
(百万円)

前年同期比(％)

管材システム事業(一部) 139 ― 99 ―

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同期比(％)

管材システム事業 4,487 ―

樹脂事業 2,708 ―

合計 7,195 ―

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　なお、当社グループは前々連結会計年度から当四半期連結会計期間まで連続で営業損失を計上しておりま

す。このような状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しており

ますが、４「財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」２．事業等のリスクに記載した重

要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、または改善するための対応策に記載の

とおり、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

１．提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する分析・検討内容

（１）経営成績の状況

当第１四半期連結会計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、景気回復が続くアジア向け

を中心とする輸出に牽引され、国内製造業の生産に持ち直しの動きが見られましたが、資源高や円高、欧

州諸国の金融不安などによる先行き不透明感から、国内の設備投資は依然として低水準で推移しました。

このような事業環境の中で、当社グループは、基盤事業においては組織体制の見直しや早期退職の実施等

による体質強化を進め、業績向上を図るとともに、成長が望める事業への経営資源の再配分を進めまし

た。

　その結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は7,195百万円(前年同期比34.9％増)となり、営業損失は

58百万円(前年同期の営業損失は682百万円)となりました。経常損失は40百万円(前年同期の経常損失は

470百万円)となり、前年同期に比べ大幅に収益が改善しました。また、特別損失に早期退職の実施による

退職特別加算金を計上したことなどで、四半期純損失は196百万円(前年同期の四半期純損失は349百万

円)となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①管材システム事業

工場建設やビル建築などの国内の民間設備投資が引き続き低迷したため、主力の配管材料の販売は

伸び悩みました。一方、海外においては景気の回復がみられ、中南米市場を開拓した米国子会社が好業

績を維持し、韓国をはじめとする半導体市場の活況により、半導体洗浄装置等の業績が好調でした。こ

のような中で、販売においては顧客との関係を強化して受注率の向上に注力し、製造においては販売規

模に見合った生産体制の再構築を進めることで原価率向上に努めました。

　その結果、当事業部門の売上高は4,487百万円、セグメント損失は107百万円となりました。

②樹脂事業

主要仕向け先である自動車産業は、拡大の続く新興国向けの輸出とエコポイントの需要刺激効果に

後押しされて、リーマン・ショック以前の水準にはまだ届かないものの国内生産は順調に回復傾向が

続き、当社は鋳物用樹脂及びレジンコーテッドサンドの販売を伸ばしました。また、電子材料用樹脂や

中国の樹脂製造販売子会社の販売も好調に推移しました。ノンフロン現場発泡システムをもつ発泡材

料用樹脂については、今後の拡大に向け積極的に販売促進活動を続けました。また、原料価格の上昇が

収益を圧迫しましたが、その一方で、合理化・効率化によるコスト削減効果も現れています。　

　その結果、当事業部門の売上高は2,708百万円、セグメント利益は67百万円となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産は50,031百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,117百万円減少

しました。これは現金及び預金、受取手形及び売掛金などの流動資産が減少したことによるものでありま

す。負債は11,317百万円となり、前連結会計年度末に比べ504百万円減少しました。これは主に短期借入金

の減少によるものです。　純資産は38,714百万円となり、前連結会計年度末に比べ613百万円減少しまし

た。これは配当と四半期純損失による株主資本の減少によるものです。

　

（３）キャッシュ・フローの状況
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当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は2,605百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ391百万円減少しました。

　営業活動により得られた資金は、税金等調整前四半期純損失や仕入債務の減少などの資金減よりも、減

価償却費や売上債権の減少などによる資金増が上回ったため、547百万円（前年同期は847百万円の資金

獲得）となりました。

　投資活動により使用した資金は、主として有形及び無形固定資産の取得により197百万円（前年同期は

370百万円の資金使用）となりました。

　財務活動により使用した資金は、主として短期借入金の返済や配当金の支払いにより714百万円（前年

同期は1,174百万円の資金使用）となりました。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発活動の総額の金額320百万円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　
２．事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、また

は改善するための対応策

当社グループは、前々連結会計年度から当四半期連結会計期間まで連続して営業損失が発生しており、

将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在して

おります。

　通常継続的な営業損失は財務の健全性に悪影響を及ぼしますが、当社グループは営業活動によるキャッ

シュ・フローは継続的にプラスで推移しており自己資本比率も77.3％となっているため、財務の健全性

への悪影響は限定的であり、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しておりま

す。また、資金調達に関しても、当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を金融機関と締結しておりま

す。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 199,000,000

計 199,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 99,002,00099,002,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数：1,000株

計 99,002,00099,002,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年６月30日 ― 99,002 ― 5,000 ― 8,479

　

(6) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。
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① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
 普通株式　 　　1,220,000

― ―

（相互保有株式）　　　　　　　　
 普通株式 　　　　210,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　　　 97,026,000 97,026 ―

単元未満株式 普通株式　　　　　546,000 ― ―

発行済株式総数 99,002,000 ― ―

総株主の議決権 ― 97,026 ―

(注)  １　証券保管振替機構名義等の失念株式はありません。

２　「単元未満株式数」には、相互保有株式〔旭エー・ブイ産業㈱保有1,595株〕及び自己株式967株が含まれて

おります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

旭有機材工業㈱
宮崎県延岡市中の瀬町
二丁目5955番地

1,220,000 ― 1,220,000 1.2

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

旭エー・ブイ産業㈱
東京都千代田区内神田
二丁目15番９号

168,00042,000210,000 0.2

計 ― 1,388,00042,0001,430,000 1.4

(注) 旭エー・ブイー産業㈱は、当社の取引先会社で構成される持株会（旭有機材代理店持株会　東京都千代田区内神田

二丁目15番９号）に加入しており、当持株会名義で当社株式を所有しております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月 ５月 ６月

最高(円) 235 233 217

最低(円) 222 204 200

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所第一部におけるものであります。  

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日

まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,605 2,996

受取手形及び売掛金 ※３
 10,914

※３
 11,510

たな卸資産 ※１
 5,941

※１
 5,980

その他 1,169 883

貸倒引当金 △53 △52

流動資産合計 20,576 21,316

固定資産

有形固定資産 ※２
 13,999

※２
 14,173

土地 6,069 6,068

その他（純額） 7,930 8,105

無形固定資産 316 342

投資その他の資産

投資有価証券 10,212 10,494

その他 5,001 4,896

貸倒引当金 △73 △73

投資その他の資産合計 15,140 15,317

固定資産合計 29,456 29,832

資産合計 50,031 51,149

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,525 5,710

短期借入金 500 900

引当金 289 －

その他 1,771 2,248

流動負債合計 8,085 8,858

固定負債

退職給付引当金 1,734 1,438

役員退職慰労引当金 252 278

その他 1,246 1,248

固定負債合計 3,232 2,963

負債合計 11,317 11,821

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 8,479 8,479

利益剰余金 26,099 26,589

自己株式 △551 △550

株主資本合計 39,028 39,518

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △134 8

為替換算調整勘定 △211 △232

評価・換算差額等合計 △344 △224

少数株主持分 30 33

純資産合計 38,714 39,328

負債純資産合計 50,031 51,149
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 5,333 7,195

売上原価 3,802 4,984

売上総利益 1,531 2,211

販売費及び一般管理費 ※１
 2,213

※１
 2,269

営業損失（△） △682 △58

営業外収益

受取利息 44 8

受取配当金 15 18

持分法による投資利益 － 2

複合金融商品運用益 104 －

有価証券償還益 － 90

為替差益 62 －

その他 13 12

営業外収益合計 238 131

営業外費用

支払利息 8 1

持分法による投資損失 10 －

複合金融商品評価損 － 54

為替差損 － 47

その他 9 11

営業外費用合計 26 113

経常損失（△） △470 △40

特別利益

固定資産売却益 － 15

貸倒引当金戻入額 1 －

特別利益合計 1 15

特別損失

固定資産除売却損 8 3

退職特別加算金 － 286

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 19

その他 0 －

特別損失合計 8 307

税金等調整前四半期純損失（△） △476 △332

法人税等 ※２
 △123

※２
 △133

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △199

少数株主損失（△） △4 △3

四半期純損失（△） △349 △196
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △476 △332

減価償却費 458 416

受取利息及び受取配当金 △60 △26

売上債権の増減額（△は増加） 2,485 603

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,005 48

仕入債務の増減額（△は減少） △1,219 △190

その他 579 117

小計 762 636

利息及び配当金の受取額 137 22

利息の支払額 △9 △0

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △44 △111

営業活動によるキャッシュ・フロー 847 547

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △288 △13

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

175 0

有形及び無形固定資産の取得による支出 △258 △201

その他 0 16

投資活動によるキャッシュ・フロー △370 △197

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △923 △400

長期借入金の返済による支出 △136 －

配当金の支払額 △98 △293

その他 △17 △21

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,174 △714

現金及び現金同等物に係る換算差額 37 △26

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △660 △391

現金及び現金同等物の期首残高 3,332 2,996

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,672 2,605
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」
（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関
する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年
３月31日）を適用しております。
　これにより、税金等調整前四半期純損失は、19百万円増加しておりま
す。

　

【表示方法の変更】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

　　(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

 

　

【簡便な会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

前連結会計年度末に算定した貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関して、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価格を見積り、簿価切下げ

を行なう方法によっております。

 

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。ただし、経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認

められる場合は、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化

の影響を加味したものを利用する方法によっております。

 

４　未実現損益の消去

四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見積って計算

しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

　　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

 ※１　たな卸資産

　　　　商品及び製品 3,592百万円

　　　　仕掛品 1,050

　　　　原材料及び貯蔵品 1,299

 

 ※１　たな卸資産

　　　　商品及び製品 3,600百万円

　　　　仕掛品 1,164

　　　　原材料及び貯蔵品 1,216

 

※２　有形固定資産の減価償却累計額 30,922百万円

　

※２　有形固定資産の減価償却累計額 30,612百万円

　

※３　受取手形裏書譲渡高 6百万円

　

※３　受取手形裏書譲渡高 14百万円

　
　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

製品運送費 320百万円

給与・賞与 773

退職給付費用 38

役員退職慰労引当金繰入額 13

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

製品運送費 409百万円

給与・賞与 760

退職給付費用 32

役員退職慰労引当金繰入額 12

 

※２　当四半期連結累計期間における税金費用について

は、四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に

より計算しているため、法人税等調整額は、「法人税

等」に含めて表示しております。

 

※２　同左

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,672百万円

現金及び現金同等物 2,672百万円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,605百万円

現金及び現金同等物 2,605百万円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　

至　平成22年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 99,002

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 1,303

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 293 3.00平成22年３月31日 平成22年６月28日

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　当第１四半期連結会計期間における剰余金の配当については、「３　配当に関する事項」に記載して

おります。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)
　

　
管材システム
事業(百万円)

樹脂事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,627 1,706 5,333 ― 5,333

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,627 1,706 5,333 ― 5,333

営業損失(△) △ 547 △ 135 △ 682 ― △ 682

(注)　１　事業区分の方法

製品の種類、性質、製造方法、販売方法等類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業区分
を行なっております。

　

２　各事業の主要製品

事業区分 主要製品

 管材システム事業

プラスチック製バルブ、パイプ、継手、フランジ、ガスケット、汚泥
改質機構、電気透析脱塩装置、配管工事等のエンジニアリング、半
導体関連機器の治工具洗浄装置等

 樹脂事業

フェノール樹脂（鋳物用、発泡用、建材用、電子材料用、一般工業
用等）、レジンコーテッドサンド、フェノール樹脂成形材料、ジア
リルフタレート樹脂成形材料等

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)
　

　
日本
(百万円)

米国
(百万円)

中国
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,611 675 47 5,333 ― 5,333

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

173 ― 14 187 (187) ―

計 4,784 675 61 5,519 (187) 5,333

営業利益又は営業損失(△) △ 648 11 △ 44 △ 680 (3) △ 682

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)
　

　 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 758 174 932

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― 5,333

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

14.2 3.3 17.5

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域
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(1)北米・・・・・・・米国、カナダ

(2)その他の地域・・・上記以外の欧州、中南米、アジア等の地域

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

【セグメント情報】

(追加情報)

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。

　当社グループは事業部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「管材システム事

業」及び「樹脂事業」の２つを報告セグメントとしております。

　「管材システム事業」は塩化ビニル等の合成樹脂製配管材料の製造・販売、配管工事の設計・施工、半導

体関連機器の治具等用洗浄装置の販売・製造を行っております。「樹脂事業」は鋳物用樹脂、鋳物用レジン

コーテッドサンド、一般工業用樹脂、発泡材料用樹脂、電子材料用樹脂及び誘導体、並びに樹脂成形材料等の

製造・販売を行っております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

調整額（注）
四半期連結損益
計算書計上額管材システム

事業
樹脂事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,487 2,708 7,195 ― 7,195

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,487 2,708 7,195 ― 7,195

セグメント利益又は損失（△）
（営業利益又は損失（△））

△ 107 67 △ 40 △ 18 △ 58

(注)  セグメント利益又は損失の調整額△18百万円は、各報告セグメントに配分されない全社費用（主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費及び研究開発費）であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 395.95円
　

１株当たり純資産額 402.18円
　

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年６月30日

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年６月30日

１株当たり四半期純損失 3.57円

　

１株当たり四半期純損失 2.01円

　

(注) １.  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２.　１株当たり四半期純損失の金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年６月30日

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年６月30日

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(百万円) 349 196

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 349 196

普通株式の期中平均株式数(千株) 97,713 97,701

　
　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成21年８月10日

旭　有　機　材　工　業　株　式　会　社

取　締　役　会　御　中

　

あ ら た 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　阿　　部　　謙 一 郎　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭有

機材工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、旭有機材工業株式会社及び連結子会社の平成

21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成22年８月６日

旭　有　機　材　工　業　株　式　会　社

取　締　役　会　御　中

　

あ ら た 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　阿　　部　　謙 一 郎　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭有

機材工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、旭有機材工業株式会社及び連結子会社の平成

22年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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